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 XMCD（X線磁気円二色性）は、円偏光の回転方向によって、磁性体のX線の吸収強度に

差が生じる現象である。元素の種類によって吸収する X 線のエネルギーが異なるため、元

素・価数選択の磁化測定が可能となる。また、軟X線を用いることで、多彩な物性を示す 3d

遷移金属の磁性を主に担う 3d 軌道の情報を直接的に得ることができる。このように、軟 X

線MCDは磁性研究の強力な手段であるといえる。しかし、XMCDはこれまで強磁性体が中

心に研究されており、その応用は限られている。また磁場範囲も、軟 X線 MCDにおいては

最大 10T までと､限られていた。我々は、パルス磁場を用いることで、常磁性や反強磁性物

質でも、十分な磁気偏極を誘起できることに着目して、強磁場 XMCD の開発に取り組んで

いる。また、強磁場での測定が可能になれば、より高い磁場での磁気相転移を研究する有

力なツールとなると期待される。 

今回は、20Tを超える強磁場下での軟X線MCD測定を行うため、新しく長時間の磁場発

生が可能なコンパクト電源を開発した。長時間化は、超高真空中で微弱な信号を扱う軟 X

線MCDには必須である。開発した電源はユニット式になっており、移動性を保ちつつユニッ

トを増設することで大きなエネルギーを確保できるようにした。1 つのユニットの大きさは 65

×45×70cm³であり、重量は約 100kg である。充放電回路が入った基本ユニットに、コンデ

ンサユニットを最大 3 つ連結することで、13.6mF の最大容量を得る。また総エネルギーは

27.2kJ である。また、コントローラは自動充放電機能や偏光光源との同期トリガ機能を備え

ている。これによって X 線のパルスと同期して自動測定を行うことが可能である。また、極

性反転機能も整備中である。 

本発表では、開発したパルス強磁場装置の概要と SPring-8 の BL25SU で行っている予

備実験結果に関して報告する。 


